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の旅日記から

台湾の建物や施設や人々に日本カミ残して去った足跡

はだいぶ薄らいだとはいえまだかなりはっきりと残

っている.しかしごく一部の人々を除けば台湾か

ら日本を見る目は昔の思い出では注く現実的なもので

ある.昔を知らぬせいもあろうポ私は過去の旧縁を

堀り起こすよりも現在の台湾をなるべくよく理解しよ

うと努めてみた.短い旅の目記から幾つか抜き書き

したのがこのレポｰトである.

｡官庁都市

このところ官庁移転が話題にたっているおりから台

湾では一足お先に官庁のニュｰタウンカミできているので

その様子を紹介しよう.

蕗総統の率いる中華民国政府カミ来島(1949)して以来

台北には臨時首都という性格カ茎強くなり台湾省政府と

省議会とは1958年に台中郊外に官庁都市を建設して

台北から移転した.場所は台中から日月潭(湖)へ行

くノ･イウェｰの沿線で台湾のほぼ中央にあたる.緑に

包まれたなだらかな丘陵地帯のすそに造成されたもので

庁舎と公共施設と宿舎との3つのゾｰンから狂っている.

省議会と省政府とはやや離れているか省政府の数官庁

は数100皿の間隔をもってそれぞれ独立した鉄筋コング
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リｰトの明るい庁舎である.庁舎灘を中核として隣

接する公共施設区域には銀行郵便局欝察診療所

公会堂グラウンド(フィｰノレド及びパスケ賞トコｰ

ト)購買部外来宿舎消防署幼稚園小1中学校

等がある.最外周が宿舎群で独身者アパｰトや租帯

用住宅カミある.もちろん上下水道は完備し抵帯用住

宅はバス水洗トイレ付きである自養す湯牝冷房まで

には至っていないカミ窓も出入口も作りつけの網戸カ玉づ

いているので開放して扇風機でも回せばじゅうぶん涼

しいらしい.道路はすべて舗装され歩道には並木カ茎

植えてあり庁舎や公共施設地区では道路のわきが芝生

と植込みになっていて広々としたものである.

通勤は徒歩自転車通勤用構内バスの3本立てで

通勤用バスは朝昼(昼食)夕のみ運行し無料である.

マイカｰ族はなく騒音禁止なのでバイク族の現われる

おそれは無さそうである.完全に省政府の職員家族

のために建設されたところという特色のほか個人的な

商業活動カミ厳重に規制されてv'ることも異色であって

特認の輪タクとわずかな食料品店および飲食店だけが台

湾らしい雰囲気を作っている.

このように全く別世界とも思えるモデノレタウンではあ

るし気候的にも北部と南部とを平均したような傾向カ茎

あって“台湾随一の健康地"とv･う居住者の言には実感

カミあった.ただ娯楽カミ公会堂の映画(常設ではない)

や素人芝居だけとv'うのはいささかご清潔に過ぎるの

ではないかと思われた.その点を亭主族や奥さん達に

たずねてみたところ奥さん達は文化生活でしかも亭主

が道草を食う余地のない環境にご瀞腕らしいが亭主に

とっては1時間に数回台中までバスカ茎走っていると

はいえ移り住んでから10年ではまだやはり一種の隔絶

感がつきまとうこともあるらしい.国禁の麻雀がここ

では許可されているというのも政府の思いやりであろう.

私か訪れた時グラウンドで職域対抗運動会の練習カミ

行なわれていた.快晴の午後自一色の集団はなかな

かみごとな光景であった.

･高山(高砂)族の人たち

戦前派戦中派の同本人には高砂族という名は懐しい

ことであろう.台湾の原住民であるこの人々は現在約

20万人といわれ900万余の本省(台湾)人200万余の�
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念瀦繊府のメイン素ワイス

薪額願的扱ふ一ドが彩鳶

(串頻新柳こて)

官庁都市の印心部

正面は電報局

駐華日本大便靖のオフィス

官庁都市;三ある中学校生徒はGエスタイルである

務制でなく進学補習の是非が論議されているのは

おなじ

中学校は籔

どこかの禺と

リンタクの駐車場リンタクは退役軍人の有力な生業でタクシｰ

増車に反対する強力な圧力団体である縄張り秘あり客が流し

を利用するとたちまち抗議～乗り換えという運びになる

(台北)�
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翼潟簿の学

嫌揃1ごて

外省(大陸)人に比べて完全に少数民族である.

日本時代の政策が現在も踏襲されて彼らのおもな居

住地である山地と平地との境界には欝官の派出所があ

り山地への立入り許可証を提示し泳ぐてはならない｡

これば悪質商人柱とから純真在高山の人命を保護する

ことと山地での審故を防ぐζとを員師としているので

あろう(エイ年分子の潜入防止もあるかもしれ低いが)｡

部落紀は公営の物品販売所がありて彼らの淀め紀専用

の煙草酒溶ぎの廉価i晶秘供給窓れている中

山地へ入る場合紀は彼らが道案内弟斌一身一として雇

われる血年配者はワラジ祷年はズック靴である出

荷物をかつぐ時平地人は天秤棒を愛用す肋茎彼らは背

負うの淋常である.生業は農業山地労働抽よび狩猟

で忍者なみの驚くべき耐久力を備えてv'るらしく高砂

義勇隊として勇名をはせた活躍がしのばれる.ナタを

腰にして山中深く点々とワナをかけ鹿猪猿'兎

鳥などを捕え一部を食べて余りは塩漬にして部藩終

持ち帰る､嘆た予猿やリスは籠は入れて都市や鶴兜地

に運び外人客相等紀売っている｡

高山族は懇種類から扱りそれぞれ独自の言語を使う

ので胃本語か共通語に扱っている目抽かけで山地を通

るバスの箪撃は資本講を解しなくてはつ&妻ら恋い中

表雨上はともかく現実には彼らの大部分は平地人よ

りも知的経済的ぽ下位はありいう扱ればかつてが部

落民“あ蕃いはアイ翼の人た汰紀も似た宣揚におかれ

ているためか女性紀&って平地人&結婚することか至

つの夢らしく一方大陸から来島した遺役軍人は結婚

難の傾胸があるので雨宥か緕ばれる例淋少溶く狂いら

しい｡山地の部落で彼女らが大嬢のことばを謡す彼

氏とむつ蜜篶く連れ淀っているのはほほ克漢しい姿であ

った由熊本の｢三チャン農業｣にも似て若い人施ぢ

ほ漸次平地に住みつつ勅りや林て獄中園語カ明本講紀

代ることであろう.'しかし鉱床調査に何人かを雇っ

た時老人から｢天皇陛下はお元気か薯｣と淀ずねられ

た瞬間の何とも云克ぬ感動と私が持参し淀東京のスラ

イドを獄一ソクの光にすかして屍入っている彼らの姿と

を今もありありと思い出すのである｡

韻ことば

{､簿漆語

新聞などによると台湾では想いたい30才以上の人は買

本語を解し一蹴蝸本語習得の意慾が強い&いうこと

紀なっている昔新聞ぽ叩本語教史蜜す"という意

味の広告秘ズラリと並んでいるのを見てもそのことは

う匁ずげるし若い女性1ζ怪しげな英語で請しかげたら

“あなた日本語わかりますか～"と問い返されて困った

ことがある由また市役所で庁内での日本語使用禁止に

したり新聞の社説紀圭帽本語を使うことを恥じよ/"

と主張窓れ淀りしているのを屍ても資本語の人気がうか

がわれる.しかしこれから台湾を訪れる人がこと

ばの点で頭から安心しきっていていい花もうか(3)

たと克は台北の場合台北駅の北側一帯は黒本時代か

ら台湾グ)人膚が多いのでたしかに員本語で閥に合うこ

とも多い秘都心紀あ流る南側には大陸人秘か溶り多く

貿抜き通りの店てば資本語では心細い.もっともホ

テルでは筒本語で居りるし見物や買物につ蓄合ってく

れる通訳を得ることばなずかしく減㌔からその大花ち

ぽくっついている分には心配はない,ただ正人で歩

き回るつもりなら資本語だけでは頼り紀瓶らないという

のカミ私の印象であった.だいいち仕事のためならと

も角自由な時間に30才以上の人としか語カミできないと

いうのではおよそ淋しい限りではないか!

愛掌中国譲

即華民国政府の来島によって台湾とくぽ育北周迦は

鯉百余州の縮関&抜り花ヰ縞かけで胃袋に自信の彫る

人なら中国各地の特亀をもつ淀瞭覚を等っとり早くたん

のうすること餅で書る｡をこる赫食物怒けで溶く中国

語の方も一堂に会しているので面倒抵ごと紀匁る｡

標準語は北東宮請お定められていて学校教育はこれ

ぽよっているが背から台湾におる人はどうしても福建

語や客家語などを愛用し勝ち花し大陸がら巷化人でも

各地方のことばがあるので北京官誘を亜擁にこなせる

とは限ら溶い咄いわ降る京劇は卒園の代表的な演劇と

怒れ台湾でも上演されている秘ζの様な薄情から観

察は主として北部出身の人膚で侮って他地方の人命

はわれわれと同様ぽセリフかわからないというととも

珍しくない｡大隣の広春を視覚でとら走る紀は申園�
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真紅の旗をかかげて蔦校生の大行遼

の朝である(台北)

メｰデｰにあらず

1月1目

総統府前1こ向う女子高校生のパレｰド

なかなかい蜜嚢しい(1月1目台北)

ブラスバンドを先預に

中国名物の耀竹星目一ソク織香など祭鰐用具も

売っている台の前下の紙東はお供えの紙幣

(もちろんただの紙)である(旧暦工2月31見台北)

この店ば果物葉子

悪用の繭入ミカンや

(台北)

タバコを売るほかミ〃タポｰルとウドン屋を兼ねているお歳

缶入ビスケットなどよく売れる酉凪ババイヤの切売1)もする

ポｰル大のアゲマンジウ(率舖)と

屋台(台北)

パインジュｰス(陶誉側)好)

鰯纏災綴約グ繋ソ議帯次糊潮数競撤独唱馨予鱒(夢魔)

があるので露天には僕利である:箏子胸での営業は禁止され

ているともいわれているがタバコ宝くじ雑貨などいろいろ

ある(台北)�
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本土を訪れるほかはない.しかし中園の大きさとそ

れから派生する様幾な問題の複雑害を細る機会は小さな

台湾でも得られるのである｡ともあれ文字が共通で

ありながらラジオも申園映画も列車のアナウンスなど

も福建語と北京官話との震本並てというのは頭の痛いこ

とであろう｡

3.英語

新聞には憤本語とともぽ英語教授の広告もかなり見う

けられる｡しかし英語への匁じみは費本の方が深いよ

うに思われる,員六時代に英語教育が奨励されたとは

思えないし英語を請ず外人たもと擦触するのは中央

政府の人たちや観光業者などに限られているので無理

もなかろうが一つには漢字の国ということもあるので

一柱ないかと考えた｡カッコつ意で原語を付記した親切

な場合もある秘そういう例は全体から蒐るとほんのわ

ずかである｡

外来語を漢字化する場合発音によったり意瞭ぽよ

ったりで同一の原語が幾つにも訳されるものもあるし

とくにこの頃のように次冷と新い滴品や技術赫登場す

ると急場しのぎ的な迷訳もあるらしい｡ありふれた例

でも維他禽(ビタミン)扱どは昔意かね備えた苦心の作

であろうが土司(トｰスト)や爵土(ジャズ)などぽな

ると喫茶店ヘクイズを解きに入るようなものでその気

になって取り組む&結構たのしめる｡ことは人名や新

翼国名匁どは現地の人たちが嘆くほど難解で同じ字で

も発音が黒本と違うものぽ出勅うと同文の国の人間も

怪しげなものと溶1〕新聞を読むのに英字紙を辞書代わ

りに使わねばならなくなる血

日本でカナ文字の功罪カミいろいろの立場で論議されて

いるが外来語を原語を使わずに表現する時の手軽さを

考えると吻ナ字を考案した人の黄金像を建て税金で祝

ってもい争うぶんおつりがくる芯ろう曲

1戦時体制

平和ムｰドのさなか1こいかめしい話は不似合だが徴

兵制によって大陸反攻の剣を磨慧つづける台湾では川

中島を上回る遁年闘滅厳令が篶かれ国防上の利益が最

も重視されている､長期はわ花っているせいが市民の

員常生活にはをりたてて制約もないので頼光客の員陪は

映りにくいかたとえば賛否はかかわらず共産主義に

関する談話1文章は一切禁止無線機器(ラジオテｰ

プレ鴛一ダｰ等を含む)の所持届出納(外国人でも)

内外出版物地図の規制短波送受信の禁止写真の撮影'

制限通信検閲などが行匁われている｡

員本の新聞で市販されているのは内外タイムスだけと

いうのは周知のことであるが在留邦人は届出制によっ

て一定の種類(約30種)の新聞類を購読できる｡奇妙

なのは娯楽雑誌のけ録である歌謡曲集が輸入禁止ぽなっ

ていることでうっかり付録貿あて1ピ平凡い悌星"

は必ずしも高価という理由花けでは匁さそうである由

1申園地質事会

私の滞在申地質学会の隼次総会に飛入りで参加する

ことができたのでその模様を紹介してレポｰトをしめ

くくることにしたい.

参会者は約70名外国人は数名の米国人と私とであっ

た.来賓として文部大農中央政府嬢薬司長石油公

司幹部簿を迎え会

は国旗と孫文先生の像は対する三拝

劇｣漱の部翻二ある小学校獺嬢は孫文

(蟻月曜)�



で開始された.来賓祝辞ぽつづく研究発表や討論はい

ずこも高じであるが講演蒔閥湯注確に守られベルあ

ともに発言が停止春れるのは気持がよかった茗発表の

内容は主として純粋研究で齢鋤茎看油分詞から新油層

の発見に?いての報告も酪鶯淀.蜜た物理探査の鯖果

も発表された.私の印象では学会の申絃をなしている

のは台湾大学地質系地質調査所お蕊び宥滴公司で&

くに石油公司の帯い人海の活発溶動勃渦立鶯た

会ほ1目で終了し地質調査所の主催1は葡懇談会は

全員出席してなごやかに行溶杓れ危吉野外屍学は当時

建設中の石門ダ海で乗入同伴のバス林行は箪串隠レ'

芸の被霜柱とがあり楽しい思い出となりている､

石門ダムは台北からバ黒で五時間アｰスダふあして

は東洋一の規模をもつとの忽坐で齢る苗陶閣熔建設級､

関を特設し8年を要して昨年末熔完成し花ものであ蕃串

堰堤の高さ150㎜長さ360m広幅520mあり多目昨.

で発電(嚢万妓仰)河川の水鏡調節および農業用水

時蝿密れ為が観施資源&しても役立つことで勅各

夢｡山間⑳ダムではなく平野でありしかも地質条件

が悪い淀め資本鱒代紀は断念憲れたもので鐘渕蝸牛

を翼し恕のも蜜初アｰチダムあいう予定を工噂の途中

で変更するなどの顕難秘彪鵡花ためである｡

脅湾幻感想を一驚で義勇沌は皇{逝くて遠い騨…で溝つ淀畠

繭鰯鮮絃泌㌔ても同じでは紬･かと愚奪咀,多くの鷲学壷塾

側免夢くの大切勧扱る饒帖⑳鰯冷獄政治憶欝似㌔かん

1ζか棚坤ずあらゆる繭で将来も婁)れわ批&深い闘儀をもつ

ごをせ嶺るう肯軸亙い舛騰を努尊つつ顕繁を難解し含っ

て髭全ピ瀞咽…害であ絞めば帥紳斌一トが鋒批も

潟彼紀血り芯あを念願す幕もので彩る､(繁剤嚢物襲擦薮翻)

東西横斯道路一方交通のため待合わせしているバス狗力な観光

防準蛆の七似ヂ曲一子も蝸舶'川･計･ζいン』い

ある(花蓮駅前にて)

高山腹⑳子艇怒ち背景は災尊堂い往かではキリスト教の活躍が

引こっく(寒渓部藩)

的粉功塗鋤炊功㌧幽組爺j叱偶･｡廟地鄭尿功は育湾をオラン

ダ人から頚回したその剛ま日本人であったという(台南市)�


